
第8回 骨転移フォーラム
in Tokyo

日時：2021 年 1 月16 日（土）15:20～18:40

ご視聴時に登録いただきましたご施設名、ご芳名は、
医薬品の適正使用情報および医学・薬学に関する情報提供のために利用させていただくことがございます。
何卒ご理解とご協力を賜ります様、お願い申し上げます。

共催 日本骨転移研究会 ・ 第一三共株式会社

本セミナーは、事前登録が必要です。
下記QRコードより、「メール作成画面はこちら」をクリックしていただき、
事前登録を行うことにより、ご視聴いただくことが可能です。
又は、弊社担当者にご一報を下さった場合でも、視聴用URLをお送りすることが可能です。



15:35-16:15 第1部：一般演題（計4演題） 発表7分、質疑応答3分（10分）

15:30-15:35  開会の辞

15:20-15:30 製品紹介

「タリージェ錠」について 第一三共株式会社

16:15-16:25 休憩

【総合司会】

座長：東京医科歯科大学医学部附属病院 整形外科 講師 佐藤 信吾 先生

東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科 准教授 篠田 裕介 先生

「 周術期患者のがんロコモ予防：岡山大学病院におけるPERIOの役割 」

岡山大学病院 総合リハビリテーション部助教 堅山 佳美 先生

「 ICU活動度分類からみる当院の骨転移リハビリテーションの実際 」

奈良県立医科大学大学院 リハビリテーション医学山中 頌貴 先生

座長：慶應義塾大学病院 整形外科 講師 中山 タラント･ロバート 先生

日本大学病院 整形外科 准教授 上井 浩 先生

「 残存機能肢まで侵す腎癌骨転移に苦慮した一例

～放射線治療抵抗性の破壊性肘関節病変～ 」

ベルランド総合病院 リハビリテーション科・整形外科馬場 奈那子 先生･大島 和也 先生

「 「このかた家に帰れますか？」に対する理学療法評価・考え方

～肺がん骨転移、ロコモ症例を例に～ 」

神戸大学医学部附属病院 リハビリテーション部 奥村 真帆 先生

順天堂大学 整形外科・リハビリテーション科・緩和ケアセンター 髙木 辰哉 先生

埼玉医科大学総合医療センター 放射線腫瘍科 教授 髙橋 健夫 先生



16:25-17:25 第２部：講演（計3演題） 発表15分、質疑応答5分

17:25-17:35 休憩

座長：

日本医科大学医学部附属病院 整形外科･リウマチ外科 准教授 北川 泰之 先生

「 骨転移の画像診断とその限界 」

がん研有明病院 画像診断部 植野 映子 先生

座長：都立駒込病院 整形外科 部長 穂積 高弘 先生

「 骨転移に対する高精度放射線治療 」

獨協医科大学病院 放射線科 教授 江島 泰生 先生

座長：帝京大学医学部附属病院 整形外科 主任教授 河野 博隆 先生

「 骨転移キャンサーボード推進のための取り組み 」

聖マリアンナ医科大学病院 放射線科 教授 中村 直樹 先生



18:35-18:40 閉会の辞

静岡県立静岡がんセンター 整形外科 部長 片桐 浩久 先生

座長：国立病院機構参事・東京医療センター整形外科科長 森岡 秀夫 先生

｢ 有痛性骨転移に対する新たな治療選択肢：

緩和的動脈塞栓術と臨床試験PALEM trialの紹介 」

国立がん研究センター東病院 放射線診断科 医長 荒井 保典 先生

座長：

国立がん研究センター中央病院 骨軟部腫瘍科･リハビリテーション科 小林 英介 先生

「 筋筋膜性疼痛の診断と治療 」

国立がん研究センター中央病院 緩和医療科 医長 石木 寛人 先生

座長：順天堂大学 整形外科・リハビリテーション科・緩和ケアセンター 髙木 辰哉 先生

「 骨転移痛への対応

緩和ケア医の行動が理解できないあなたへ 」

埼玉県立がんセンター 緩和ケア科 科長 余宮 きのみ 先生

17:35-18:35 第3部講演（計3演題） 発表15分、質疑応答5分


